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5 章では，本法を体内 PSP動態解析，レノグラムの解析，腎 functional image に適用し，医学的
に本法の有効性を確かめている。
論文の審査結果の要旨
コンパートメントアナリシスは，いくつかの機能的分布相から構成される非相反複合システムの構
造を入出力データから決定するもので，生体システム，化学反応系，エコロジーシステムなど多くの
分野に応用可能な手法である。とくにトレーサを用いた生体機能評価法としては，頻用されている実
用的な手法である。
本論文は，コンパートメントシステムの新しい同定手法を提案し，その有効性について理論的，実
験的な検討を加えるとともに，物理的制約条件に起因するコンパートメントシステム特有な性質につ
いてシステム理論の立場から解析した結果を述べたものである。
主な成果を要約するとつぎのようである。まず\モデルの次数および移行係数の推定に最尤法と
AIC基準を併用する方法を提案し，この有効性を数値実験ならびに臨床実験によって確かめた。つい
で観測データのサンプリング条件に関し，サンプル数一定の条件下で推定パラメータの分散を最小に
する最適サンプリング間隔が存在することを明らかにした。また，実用上重要なカテナリー，マミラ
リー，および樹枝状コンパートメントシステムに関し同定可能性の必要十分条件を示した。さらに，
一般にコンパートメントシステムの最小実現は，必ずしも可制御かつ可観測とは限らないという，ふ
つうの線形システムに見られない特異性を有するごとを示した。最後に，以上検討したコンパートメ
ントアナリシスを具体的にラジオアイソトープを用いた生体機能の解析に適用し，その実用性を確か
めた。
以上のように本論文は，コンパートメントシステムについて，有用な同定法を開発するとともに，
一般的性質について学術的に興味ある新しい知見を示したものであり，システム理論および医用電子
工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文とし価値あるものと認める。
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